
 

 

 

 

 

体験を通して学ぶ 
 森林帯の木々が、眩しい緑へとかわりました。 

５月も下旬に入り、気候もようやく安定してきたようですが、大人も子どもも体調を崩している

人が多いようです。私も、どうもこの１、２週間、咳がひどく声が出にくくなっています。 

学校では、地域訪問週間を終え、先週は、学年毎に行う体力テストがあり、今週には、児童会活

動の１年生を迎える会、創立５０周年を記念しての空からの記念写真撮影、避難訓練と行事も次々

実施されていきます。元気に取り組めるよう、ご配慮お願いいたします。 

さて、延期した遠足は、４月３０日（金）絶好の遠足日和の中、実施することができました。今

年は、１年が花の国、２年うみかぜ公園、３年塚山公園、４年野島、５年武山、６年鎌倉と、昨年

とは場所を変えて実施した学年もありましたが、各学年ともに、海、山、歴史など、その場所だか

らこそ“ふれられること・もの”   

にたっぷり関わってくることができたようです。 

「その場所だからできる経験」「その学年・年齢だからできる経験」 

私たちは、何歳になっても様々な経験から多くのことを学んでいます。子どもたちなら、なお一

層、成長して社会人となるまでに、たくさんの多様な経験を積んでおくことが、これからの社会に

対応して生きていく上で必要となります。 

そして、それらを経験する場が、学校であり、学校生活です。 

 子どもの内にできること、子どもの内にしかできないことなどを見極め、その機会を逃さず大切

にし、経験から学べるよう、指導・助言していくことが、教師として、保護者として必要と考えま

す。うまくいったことからも、失敗したことからも得ることはたくさんあります。子ども自身が、

実感として得ていくことを大事にしたい、と考えます。 

 これらことも踏まえ、本校の学校教育目標「よく考える子」「進んでやる子」 

「思いやりのある子」に向け、各学年の発達段階を考え、下記のような学年目標を掲げています。 
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１年：友だちとなかよくする子 

２年：話をよく聞く子 

友だちとなかよくする子 

３年：人の話を最後まで聞く子 

友だちを大切にする子 

４年：よく考えて行動する子 

友だちを大切にする子 

５年：周りの人に目を向けながら、自分の役割を成し遂げる子 

６年：最高学年として思いやりをもち、自主的で責任ある行動のとれる子    
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学年目標



各学年ともに、これらの学年目標を、学級や学年においての教科や行事などの教育活動を通して

達成できるよう、様々な手だてをとっていきます。６年生の目標を達成させるためには、１年生か

らの積み重ねを意識して指導することが、とても大切と考えています。 

日々の学習や生活の中で、そして６年間の中で、物事を深く考え、相手の立場を思いやれるよう

になり、更に、その考えや思いを行動にうつせる子になるよう指導していきたいと思います。 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

        

 

         

＊１年生を迎える会 

 本日、「１年生を迎える会」を行いました。 

今頃？と感じられる方もあるかもしれませ 

んが、１年生が学校生活に少し慣れてから、 

また、他の学年も自分たちそれぞれの役割 

を自覚しながら会を進めるため、５月下旬 

となっています。 

 今年は、『種だけど、これから芽生える 

１年生』をスローガンとして、“１年生が 

芽を出し大きく成長できるよう、明小みんな 

で応援しよう“という気持ちで会を進めまし 

た。各学年のメッセージ、企画・運営を務め 

た各委員会の思いが伝わり、元気に一人一人 

花を咲かせていって欲しいです。 

＊６月１２日（土）土曜参観 

 来月、土曜参観を予定しています。 

 授業公開は、２校時目・３校時目の２時 

間ですが、当日授業は給食を実施し、５校時 

終了後、下校となります。平日の授業をなか 

なか参観できない保護者の方もいらっしゃる 

と思います。是非ご参観ください。 

 昨年度から、様々な機会に５０周年記念に関してのお話をお伝えしてきましたが、今年度は、

久里浜の地域や明浜小学校のこれまでを、シリーズでお伝えしていきたいと思います。 

      このマーク、この学校便りでも毎回載せていますが明浜小学校の校章です。

この校章は、本校創立当時に図工科の担当として指導にあたっていた 

諏訪三枝教諭の作とのことで、「明」が真ん中にあり、その周囲は、明浜の

子や街を沢山の方々が守り支えてくださっているように回りを囲だデザイ

ンとなっています。「いつか自分たちが支え守る番になる」という気持ち 

を持つようになって欲しいと思います。 

明日の２５日には、全校児童と全職員でこのマークをグランドに描き、航空写真を撮

る予定です。（天候が不安ですが・・・） 

５月８日（土） 

横須賀アリーナを会場に市内の小学校児童相撲大

会があり、昨年度と同様に、本校の子どもたちも、

希望者男女あわせ１６名が参加しました。 

４月から休み時間を利用して、先生やお互いが相

手になりながら練習を重ねて当日を迎えました。 

体重の重さにより、２グループに分けられた個人

戦が午前中に、５・６年混合の５人１グループで対

戦する団体戦が午後行われました。明浜の子は、会

場を見回すと、体格的に不利ではないかと心配しま

したが、たくさんの観客の中、一人一人練習の成果

を力一杯発揮しました。精一杯、応援もしました。

 その一生懸命さが表れ、何と、 

女子団体は優勝 

５年女子個人戦－３５㎏級で優勝 

 ５年男子個人戦＋４０㎏級で３位 

 ６年男子個人戦－４５㎏級で３位 

という結果となりました。参加すること、挑戦するこ

とで得られたことを、次の週の朝会で、参加児童に尋

ねたところ、「チームワークのよさが結果に出てくる

こと」との答えでした。 

児童相撲大会 


